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＜連絡事項＞
【法人行事運営委員会】
新年互礼会のお知らせ

日　時：2023年1月4日(水)

納　会：17：15～17：30　メンタルケア病棟3F 会議室
【医療安全管理委員会】
11月事故発生状況
令和4年11月の事故発生状況について添付ファイルに目を通して下さい。
【感染対策管理委員会】
・「新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの同時流行に備えた対応」に
ついて各自　添付資料の確認をお願いします。
・病棟患者・スタッフの5回目接種予約開始しています。担当NSは予診票準備を
すすめて下さい。
・抗原検査キッド：コロナ・インフルエンザ対応のものへ切替え済。
・ICラウンド指摘事項：ﾋﾟｺｽﾙﾌｧｰﾄﾅﾄﾘｳﾑ内用液・手指消毒液の空容器は、非感染
BOXではなく一般ゴミへ廃棄するようにして下さい。
【電算化委員会】
・電子カルテ内の付箋整備をして下さい。（担当NS・CW）
＜患者様連絡事項＞
・五日市　規　様～障害支援区分4との結果。PSWよりGH「まちなか」へ
                情報提供していく予定。
・角濱　義弘様～こころすこやか財団GH　審議結果、受け入れ可との事。

下記の通り日程調整中。

退院日：12月28日（水）10：00

通院先：青南病院　　
初外来日：R5年1月18日（水）10：30

・下妻 康貴様～母様より架電。昨日本人より連絡あったとの事で、本人が
「緑内障になるかもしれない。眼鏡が必要になる」と。
　　　　　　　 スタッフより同室者が眼科受診した事で、本人も希望された

可能性がある事を説明しているが、年齢から老眼を心配され

スタッフ付添いで眼科受診を希望。受診の結果、老眼であれ
ば眼鏡を作成せず、老眼鏡などで対応して欲しいとの事。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～気分高揚に伴う多弁・奇異行動持続。スタッフ介入に自制出来て
おり危険・迷惑行為なく経過しています。
・田中　文男様～
病棟プログラムでは「私は何もしなくて良くなったんです」との話あり意欲・自発性乏しい。介入には易怒・興奮なく応じています。










＜皮膚科診察状況＞
・小笠原文人様～同前処置。尿素クリーム1本処方となっています。
・神田　直樹様～全体的に軽快、鼻腔部の発赤軽快。同前処置。
　　　　　　　 ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。

・出河　攻　様～同前処置。テルビナフィン塩酸塩外用液１％ 1本処方となって　　います。
・畑中　成夫様～臀部(右側) に発赤、痂皮。テラマイシン軟膏1本処方と
　　　　　　　　なっています。

※他患者様　処置継続。

＜深澤Drケース検討＞
・平　京子様～食事、睡眠良好。離棟行為もなし。本日PSWより八戸市生活福祉課　　　たちはな氏へ連絡。アパート更新の件について、身元保証人となる人がおらず手続きが止まっている状態であること伝えている。生活保護費から家賃が出せるのはR5年1月までであるとのことで、現時点で退院の目途がついていないようであれば一度アパート解約し本人の金銭的負担を減らした方が良いのではないかと話がある。アパート解約することで、退院先を改めて検討する必要があるため時間を要すことは伝えている。アパート解約を進める際には生活保護担当者（たちはな氏）へも連絡がほしいとのことで、今後の方針が定まり次第連絡することとしている。
・下妻　康貴様～精神症状には変わりなく、生活リズムも整っている。今後施設入居に向け、家族、PSWとも連携を図っていく。

・五日市　規様～興奮や奇異な言動なし。ややまとまりに欠ける発言は認めるもののそれらに左右された言動は認めず。障害支援区分4との結果を受け、PSWよりGH「まちなか」へ情報提供行い、入居に向け準備をして　　いく。
